
 

 

 

 

改良内容のご紹介 

2025.03  



- 2 - 

 

  

 

  

 

Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国及びその他の国における商標または登録商標です 

その他の各製品名は、各社の商標または登録商標です 

このソフトウェアは Apache 2.0 ライセンスで配布されている製作物が含まれています http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.0 

出典：国土地理院ウェブサイト／国土交通省 地籍調査 Web サイト／日本国土調査測量協会ウェブサイト 

http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.0


- 3 - 

 

 

■はじめに 

 

いつも弊社製品をご愛顧いただき、誠にありがとうございます。 

TOWISE の最新バージョン Version 6.6.2.0 の改良内容をご紹介いたします。 
 

このバージョンの概要 

全国の標高成果の改定に対応 

国土地理院では、令和 7 年 4 月 1 日に電子基準点、三角点、水準点等の標高成果を衛星測位を基

盤とする最新の値「測地成果 2024」に改定します。本改定では、地殻変動で累積した標高成果の

ズレ等を解消するとともに、衛星測位と陸海シームレスの新たなジオイド・モデル「ジオイド

2024 日本とその周辺」を使用し、標高成果を改定します。 

TOWISE では新たなジオイド・モデル「ジオイド 2024 日本とその周辺」を利用して、ジオイド

高の算出や各種測量帳票への表記「測地成果 2024」等に対応しました。 

 

GNSS 標高測量に対応 

全国の標高成果の改定に伴い、GNSS 観測によって標高が得られる新しい測量方法として「GNSS

標高測量」が 2025 年 4 月から運用開始します。「GNSS 標高測量」は、「ジオイド 2024 日本と

その周辺」と電子基準点を用いて水準点の標高を求めるための測量です。 

TOWISE では、「基準点測量-GNSS」に新しい作業区分「標高測量(３級)」「標高測量(４級)」を追

加して、新しい測量方法の「GNSS 標高測量」に対応しました。 

 

「GNSS 標高測量」の一貫した処理を行うための操作マニュアルとして、以下のオペレーションガ

イドをご用意しました。 

⚫ TOWISE オペレーションガイド(GNSS 標高測量) 

インストールメディア内に収録していますのでご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の内容につきましては、別紙「アップデート機能一覧」を合わせてご覧ください。 
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■TOWISE GNSS AP 

全国の標高成果の改定に対応 

国土地理院が管理する電子基準点、三角点、水準点等の標高成果には、長年の地殻変動によって現況とのズレが生

じています。また、標高体系の基盤である水準測量は距離に応じて誤差が累積する特徴があり、日本水準原点から

離れるほど標高成果の誤差が大きくなります。これらの課題を解消するため、令和 7 年 4 月 1 日に衛星測位を基

盤とする標高体系に移行するとともに、国土地理院が管理する基準点の標高成果を改定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土地理院 楕円体高、ジオイド高、標高の関係 

 

令和 7 年 4 月 1 日以降の測量においてジオイド高を求める際には、衛星測位を基盤とする標高体系として「航空

重力データ、地上重力データ、 船上重力データ、海底重力データ、衛星重力データ」等を用いて構築した「ジオ

イド 2024 日本とその周辺」を使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土地理院 衛星測位を基盤とする標高体系 
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TOWISE では、「測量条件－ジオイド高ファイル登録」や「基準点測量－GNSS」の「作業管理」画面で、新しい

ジオイド・モデル「ジオイド 2024 日本とその周辺」を読み込む機能を追加しました。 

 

■（例）ジオイド・モデルの設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■（例）ジオイド高の算出機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しいジオイド・モデルフォーマット 

新しいジオイド・モデルを考慮 
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また、各種帳票に出力するジオイド・モデル名や測地成果の表記も以下になります。 

 

■（例）基準点成果表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■（例）三次元平均計算簿（実用網） 
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■一部の離島における基準面補正量の導入について 

「ジオイド 2024 日本とその周辺」は、東京湾平均海面に一致した陸海シームレスジオイドであり、この

ジオイド・モデルを使用して楕円体高から求めた高さは、東京湾平均海面からの高さ（＝標高）となりま

す。しかし、測量法第十一条第一項第三号の規定により日本水準原点とは異なる原点（独自の平均海面）

を定める離島においては、東京湾平均海面からの高さを標高とはしておらず、離島独自の平均海面からの

高さが標高となります。そのため、「ジオイド 2024 日本とその周辺」を使用しただけでは、当該離島の

標高に整合する高さを得ることができません。 

 

そこで、東京湾平均海面と離島独自の平均海面の差を「基準面補正量」と定め、一部の離島において衛星

測位によって標高を求める際には、ジオイド高と基準面補正量を使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土地理院 離島における基準面補正量の導入 
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TOWISE では、「ジオイド 2024 日本とその周辺」と「基準面補正量」のパラメータを足し合わせて統合

したファイルを利用することで離島における測量業務を可能にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本書作成時点で、統合ファイルは「JPGEO2024+Hrefconv2024.isg」と定義されています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※統合ファイルを利用して三次元網平均計算書を出力した場合、離島に関する記述を追記します 

統合ファイル 

統合ファイル 

統合ファイル 
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■「Trimble Business Center – Japan Survey Lite」（以降、TBC-JSL）の対応について 

「全国の標高成果の改定」の改良に伴い、以下の機能で新しいジオイド・モデルを考慮します。 

⚫ メニュー – 表示 – Google Earth 表示 

⚫ メニュー – プロジェクト – エクスポート 

⇒ キネマティック軌跡 CSV ファイルエクスポートユーティリティ 

⇒ キネマティック基線 CSV ファイルエクスポートユーティリティ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注意事項） 

本改良に伴い、TOWISE Ver.6.6.2.0 に対応する TBC-JSL のバージョンは Ver.1.5.9.2 となります。

TOWISE Ver.6.6.2.0 から Ver.1.5.9.1 以前の TBC-JSL を起動した場合は警告を表示し、作業継続でき

ませんのでご注意ください。 

 

ジオイド・モデル「ジオイド 2024 日本とその周辺」を使用する業務を行う場合は、作業前に対応バージ

ョンへアップデートしていただきますよう、よろしくお願いいたします。 
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GNSS 標高測量の対応 

全国の標高成果の改定に伴い、GNSS 観測によって標高が得られる新しい測量方法として「GNSS 標高測量」が導

入されます。「GNSS 標高測量」は、ジオイド・モデル「ジオイド 2024 日本とその周辺」と電子基準点を用いて

水準点の標高を求めるための測量です。 

※「GNSS 標高測量」は「GNSS 測量機による水準測量」にあった制限の一部緩和や地殻変動の影響を受けない標高の決定等が可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典：国土地理院「作業規程の準則」の一部改正(案)の概要 

 

TOWISE では、ジオイド・モデル「ジオイド 2024 日本とその周辺」の読み込み、および「基準点測量-GNSS」

に新しい作業区分「標高測量(３級)」「標高測量(４級)」を追加して、新しい測量方法「GNSS 標高測量」に対応

しました。 

 

「GNSS 標高測量」の操作マニュアルとして、以下のオペレーションガイドをご用意しました。 

⚫ TOWISE オペレーションガイド(GNSS 標高測量) 

インストールメディア内に収録していますのでご利用ください。 
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⚫ 作業管理 

作業管理(現場情報)の作業区分として「標高測量(３級)」と「標高測量(４級)」を新たに追加しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「標高測量(３級)」または「標高測量(４級)」を選択すると、自動的に適切な動作となるようアプリケ

ーションを調整しています。作業開始時に必ず正しい作業区分を設定してください。 

※計算条件の参照先や出力可能な計算書の判定など 

 

「GNSS 標高測量」では、ジオイド高補正とセミ・ダイナミック補正を適用する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本書作成時、2025 年に対応する地殻変動補正パラメータファイルが公開されていないため、現時点の

最新パラメータを指定しています。「GNSS 標高測量」は 2025 年 4 月から運用開始が予定されているた

め、作業時は必ず実施時期に対応したパラメータファイルを指定してください 

 

各種補正で利用するパラメータファイルに関して、以下の注意事項があります。 

➢ 利用可能なジオイド・モデルは「ジオイド 2024 日本とその周辺」 

➢ 地殻変動補正パラメータファイルは測量の実施時期に対応したファイル 

上記ファイルは「基盤地図情報ダウンロードサービス」から取得できます。作業前に適切なパラメータ

ファイルをご用意ください。 

 

上記を正しく設定しない場合、正しい計算結果を求めることができません。ご注意ください。 
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⚫ GNSS 測量計算条件設定 

GNSS 測量計算条件設定に「GNSS 標高測量」用の計算条件を追加しました。 

作業区分で「標高測量(３級)」または「標高測量(４級)」を選択すると、点検計算などの制限値が自動

的に「GNSS 標高測量」に準拠した値を参照します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 作業フロー 

「GNSS 標高測量」用の作業フローを追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業フローの順番に従ってコマンドを使用することで、作業規程の準則やマニュアルに沿った測量成果

が作成できます。 
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⚫ 標高測量偏心計算コマンド（新規） 

「GNSS 標高測量」では偏心要素として、本点と偏心点の高低差しか測定しません。このため「GNSS

標高測量」用に、高低差の補正のみを行う偏心計算コマンドを新たに追加しました。新点偏心に対応し

ています。比高測定値は、手入力又は簡易水準観測手簿パートを指示して取り込むことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ GNSS 標高測量対応：成果表(標高測量)コマンド（新規） 

「GNSS 標高測量」に沿った成果表を作成できるよう、新たに「成果表(標高測量)コマンド」を追加し

ました。帳票様式として「標高点平均成果表」も追加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

偏心要素の測定値は、簡易水準観測手簿パート

を指示することで簡単に取り込みできます。 

水準手簿を指定 手入力 
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⚫ 成果数値データ出力(標高測量)コマンド（新規） 

「GNSS 標高測量」に沿った成果数値データを作成できるよう、新たに「成果数値データ出力(標高測

量)コマンド」を追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 品質評価表コマンドの改良 

「基準点測量」と「GNSS 水準測量」、「GNSS 標高測量」のそれぞれについて品質評価表を作成できる

よう機能改良しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規パート作成時、「測量区分」は「作業区分」に応じて自動的に設定します。 

 

 

 

 

 

成果表(標高測量)パートを選択 
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⚫ 記載要領設定、帳票フォーマット設定 

「記載要領設定」に「GNSS 標高測量」用の項目を追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※補足１：本書作成点で「GNSS 標高測量記載要領」という冊子は存在しません。「GNSS 水準測量記載要領」と同様に 

マニュアルなどを取りまとめる用語としています。 

※補足２：「GNSS 標高測量」は令和 7 年４月より施行されるため、「令和 7 年 4 月版」という記載にしています 

 

また、「GNSS 標高測量」の帳票を追加しました。 

プログラムリストや帳票名に「（標高測量）」と記載されている帳票が該当します。 

※一部帳票名には「（標高測量）」が記載されていないものがあります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(帳票サンプル：標準様式 GNSS 標高測量精度管理表) 
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⚫ その他改良 

以下のプログラムは、「GNSS 標高測量」用に一部動作を調整しました。 

調整したプログラムのタイトルバーには「(標高測量)」という文言を表示します。 

※出力できる帳票の制御など 

➢ GNSS 観測手簿 

 

➢ GNSS 観測記簿 

 

➢ 重複基線点検 

 

➢ 電子基準点間結合 

 

➢ 斜距離偏差 

 

➢ 精度管理表 
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■TOWISE GZ AP  

全国の標高成果の改定に対応 

各種設定で新しいジオイド・モデル「ジオイド 2024 日本とその周辺」を読み込む機能を追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一部の離島においてジオイド・モデル「ジオイド 2024 日本とその周辺」を使用する場合、「ジオイド 2024 日本

とその周辺」と「基準面補正量」のパラメータを足し合わせて統合したファイルを利用します。 

※本書内の「■一部の離島における基準面補正量の導入について」を参照 

  

新しいジオイド・モデルフォーマット 
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■ご注意 
 

 

● 動作環境について 

TOWISE Version 6.6.2.0 の動作環境は、以下の通りです。 

OS Windows 11 /Windows 10 （64bit/32bit） 

CPU, メモリ 各 OS が、推奨するスペック以上  

HD 空き容量 1GB 以上 

解像度, 色数 1,024×768 以上（1,280×1,024 以上推奨）/ 16,777,216 色（24bit） 

64bit OS は、32bit 互換モード（WOW64）での動作となります。 

仮想 OS 上での動作は保証いたしません。 

Windows 10 では「タブレットモード」ではなく「デスクトップモード」でご利用ください。 

 

3D ビューご利用時の動作環境は、上記 TOWISE に加えて以下の通りです。 

 
TOWISE CAD HC  

TOWISE 3DView（Free） 
3D ビュー  

OS Windows 11／10（64bit） Windows 11／10（64bit） 

CPU 推奨 Core i7 （最低 Corei5 以上） 推奨 Corei5 以上 

メモリ 推奨 16GB 以上 （最低 8GB 以上） 推奨 4GB （最低 2GB 以上） 

HD 空き容量 推奨 200GB （最低 100GB 以上） ※ 最低 2GB 以上 

グラフィックボード 推奨 NVIDIA Quadro VRAM4GB 以上 推奨グラフィックボード搭載 1GB 以上 

OpenGL 4.0 以上 3.1 以上 

※ 大容量点群データをバインダへ保管していくことを想定した参考記載です。 

 

● データの互換性について 

バインダ内データ構造の拡張が行われているため、作業環境のすべての TOWISE のバージョンを「TOWISE 

Version 6.6.2.0」に統一して頂きますよう、お願いいたします。 

TOWISE Version 6.6.2.0 で、下位バージョンのデータを開くと 6.6.2.0 のデータ形式に自動でコンバートしま

す、そのまま保存終了すると下位方向への互換性がなくなります。 

なお、図面データ構造拡張は行っておりません。 

 

● GUIDER ZERO について 

本バージョンに含まれる GUIDER ZERO は Version 2.6.2.0 です。 

 

● 標準ユーザー権限での利用について 

標準ユーザー権限でご利用際は、以下の点にご注意ください。 

 インストールには管理者権限が必要です 

 一部の機能の実行には管理者権限が必要です※ 

※ 管理者権限が必要な機能： 

TOWISE DataCabinet の基本設定、TOWISE DataEditor の GPS アンテナ位相特性データ設定、 

ライセンスモニターのプログラム管理情報の更新 
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